
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和07年01月29日

計画の名称 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」をはじめとした紀伊半島地域の多様な地域資源を活用した広域観光活性化計画(重点②) 

計画の期間   令和０７年度 ～   令和１１年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 和歌山県

計画の目標 和歌山県・三重県の両県にまたがる日本最大の半島である紀伊半島には、平成16年に世界遺産登録された「紀伊山地の霊場と参詣道」をはじめとした文化遺産や温泉等の自然資源等数多くの地域資源が

ある。

これらの地域資源を活用し、当該エリアを中心とした主要社寺等による特別企画、世界遺産の意義について改めて学ぶ記念事業等の多種多様なイベントの開催や史跡や景勝地を巡るスタンプラリーなど

観光客の周遊性を高め、地域活性化を図る活動が行われている。

和歌山県・三重県では、これらの活動に合わせて必要な基盤整備を実施することで、紀伊半島地域の更なる魅力向上や圏域外からの誘客拡大を図り、半島地域の特性に即した自立的発展や地域活性化を目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,550  Ａ               1,550  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R1 - R12

   1 【和歌山県・三重県　共通目標】観光入込客数1266万人（R1）から1329万人（R11に増加）（63万人（5％）の増加）

【和歌山県・三重県　共通目標】観光入込客数 1266万人 万人 1329万人

【和歌山県・三重県　共通目標】観光入込客数

   2 【和歌山県　単独目標】　和歌山県（新宮市・田辺市・那智勝浦町・かつらぎ町・九度山町・高野町）の観光入込客数1039万人（R1）から1090万人（R11）に増加　　（51万人（5％）の増加）

【和歌山県　重点目標】観光入込客数 1039万人 万人 1090万人

（観光入込客数の増加割合）＝（評価時点の年間観光入込客数　－　R1の年間観光入込客数）／（R1の年間観光入込客数）

   3 【和歌山県　単独目標】各拠点施設間の総アクセス時間を、5.2時間・台・日（R11)短縮

道路整備に伴う拠点施設間のアクセス短縮時間に各地点の交通量を乗じることにより、1日の総短縮時間を算定。 0時間・台/日短縮 時間・台/日短縮 5時間・台/日短縮

（アクセス時間の短縮効果）＝（Σ整備前のアクセス時間　－　Σ整備後のアクセス時間）×日交通量（H27道路交通センサス）

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000632159



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R07 R08 R09 R10 R11 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

広域活性化事業 A11-001 道路 一般 和歌山県 直接 和歌山県 都道府

県道

改築 （一）志賀三谷線　教良

寺～三谷

現道拡幅　450m かつらぎ町  ■  ■  ■  ■  ■         270 －

紀伊地域半島振興計画

A11-002 道路 一般 和歌山県 直接 和歌山県 都道府

県道

改築 （主）高野口野上線　下

天野、星川

現道拡幅　350m かつらぎ町  ■  ■  ■  ■  ■         180 －

紀伊地域半島振興計画

A11-003 道路 一般 和歌山県 直接 和歌山県 都道府

県道

改築 （主）那智勝浦古座川線

　川関～口色川

現道拡幅　900m 那智勝浦町  ■  ■  ■  ■  ■         350 －

紀伊地域半島振興計画

A11-004 道路 一般 和歌山県 直接 和歌山県 都道府

県道

改築 （一）龍神十津川線　丹

生ノ川

現道拡幅　360m 田辺市  ■  ■  ■  ■  ■         600 －

紀伊地域半島振興計画

A11-005 道路 一般 和歌山県 直接 和歌山県 都道府

県道

改築 （主）那智山勝浦線 那智

山

現道拡幅　100m 那智勝浦町  ■  ■  ■  ■  ■         150 －

紀伊地域半島振興計画

 小計       1,550

合計       1,550

1 案件番号： 0000632159



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

R07

配分額 (a)                       0

計画別流用増△減額 (b)                       0

交付額 (c=a+b)                       0

前年度からの繰越額 (d)                       0

支払済額 (e)                       0

翌年度繰越額 (f)                       0

うち未契約繰越額(g)                       0

不用額 (h = c+d-e-f)                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

1 案件番号： 0000632159



（参考様式）参考図面（社会資本総合整備計画　広域連携事業）

計画の名称
計画の期間 令和７年度 ～ 令和１１年度　（5年間） 和歌山県（三重県と連携）

世界遺産「紀伊山地の霊場と参拝道」をはじめとした紀伊半島地域の多様な地域資源を活用した広域観光活性化計画
交付対象

近畿道紀勢線

（国）168号

（国）371号

（国）169号

（県）高野天川線

（国）311号

（国）480号

5 4

32

1

7

南紀白浜空港 新宮港

海外、関東圏からの観光客（空路）
海外、国内からの観光客（海路）

６

近畿・中国地方からの観光客（陸路）

4

近畿・中部地方からの観光客（陸路）

A11-001
現道拡幅

A11-002
現道拡幅

A11-003
現道拡幅

A11-004
現道拡幅

和歌山県

三重県

奈良県（国）370号
和歌山下津港

海外、他圏域からの観光客（海路）

日高港

海外、他圏域からの観光客（海路）

A11-001
現道拡幅

A11-002
バイパス整

備

A11-003
現道拡幅

A11-004
現道拡

幅

A11-005
バイパス整備

中部地方からの観光客（陸路）

凡　例

三重県　拠点施設

和歌山県拠点施設

IC

周遊ルート

アクセスルート（供用済）

アクセスルート（事業中）

熊野古道

半島振興地域

1 2

3

4
5

A11-005
現道拡幅

1 熊野本宮大社

2 熊野那智大社・那智山青岸渡寺

3 熊野速玉大社

4 高野山金剛峯寺

5 丹生都比売神社

6 慈尊院

和歌山県　拠点施設

1 道の駅おくとろ

2 熊野古道　二木島峠・逢神坂峠

3 赤木城跡

4 道の駅パーク七里御浜

5 くまのほんわりファーム

三重県　拠点施設



（整備計画関連事項）

① ⑥
② ⑦
③ ⑧
④ ⑨
⑤ ⑩

①
②
③
④

連携方針

和歌山県・三重県には世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録されている歴史的資産が広域的に存在しており、その観光資源を活かすために「吉野・高野・熊野の国」事業実施
委員会により、両県一体となって観光誘致などの取組を行っている。また、観光誘致活動に合わせて、社会資本整備を一体的に実施することにより、当該地域の周遊観光を促進し、
より一層の観光活性化を図る。

推進体制
三重県との連携により設立した「吉野・高野・熊野の国」実行委員会により事業を推進する。

具体的な
取組内容

・メディアやＳＮＳ等による発信及び紀伊半島周遊促進に向けた共同プロモーション
・「紀伊山地の霊場と参詣道」の文化的価値を発信するため、三県の有識者等によるシンポジウムの開催

・一般国道42号すさみ串本道路【事業主体：国土交通省、バイパス、事業期間：平成26年～令和11年（見込み）】

その他

交付対象事業に関連して実施される主な事業

拠点施設へのアクセスを向上し、周遊性を高める A11-001,A11-002,A11-003,A11-004,A11-005

備　　考

連携先都道府県との連携について

整備方針 整備方針に合致する主な事業

丹生都比売神社 歴史上価値の高い建造物の展示
高野山金剛峯寺 歴史上価値の高い建造物の展示
熊野速玉大社 歴史上価値の高い建造物の展示

熊野那智大社・那智山青岸渡寺 歴史上価値の高い建造物の展示
熊野本宮大社 歴史上価値の高い建造物の展示 慈尊院 歴史上価値の高い建造物の展示

計画の評価の実施予定
中間：実施なし　事後：令和１２年７月予定

拠点施設 広域的特定活動 重点地区 拠点施設 広域的特定活動 重点地区



計画の名称： 世界遺産「紀伊山地の霊場と参拝道」をはじめとした紀伊半島地域の多様な地域資源を活用した広域観光活性化計画(重点②) 事業主体名：和歌山県

チェック欄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　４）拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業の一体性が確保されている。

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合等

②目標と広域的特定活動及び拠点施設との関係

Ⅱ．計画の効果・効率性

（広域連携事業）

　・国土形成計画（全国計画）
　・国土形成計画（広域地方計画）、北海道総合開発計画又は沖縄振興計画
　・社会資本整備重点計画
　・環境基本計画
　・その他（　　　　　　　　　　※該当するものがあれば記載すること。　　　　　　　　　　）

　１）基本方針と適合している。

　２）上位計画等と整合性が確保されている。

　１）広域的特定活動により、目標達成の可能性が高い。

③目標と事業内容の整合性等

　２）広域的特定活動の拠点としての拠点施設の位置づけが妥当である。

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。

　１）民間事業者等の多様な主体との連携が図られている。

　２）事業実施のための環境整備が図られている。

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。

　１）十分な事業効果が確認されている。

　２）他の事業との連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。

　１）拠点施設で広域的特定活動が実施される見込みが高い。

　２）拠点施設整備を新たに行う場合、その蓋然性が高い。

Ⅲ．計画の実現可能性

⑤計画の具体性

⑥円滑な事業執行の環境

④事業の効果



（確認様式１－１）

ｒの選定根拠（複数の拠点施設が記載されている場合）

※ 計画に記載された拠点施設から都道府県の境界若しくは海岸線までの最短距離
　　（複数の拠点施設が記載されている場合は、そのうち最も大きい値）

<選定方法>
① 各拠点施設から都道府県の境界までの距離：ｒ１、海岸線までの距離：ｒ２を記入
　　（○○群とした場合は群の中心付近からの距離とする）
② 最短距離欄に、ｒ１、ｒ２のうち短い距離を記入
③ 最短距離のうち、最も大きい値となる拠点施設からのｒ１、ｒ２を交付限度額算定表に記載する値として選定

（単位：㎞）
②

拠点施設から
都道府県の境界
までの距離：ｒ１

拠点施設から
海岸線までの

距離：ｒ２

最短距離
（ｒ１、ｒ２のうち

短い距離）

熊野本宮大社 5 25 5.0
熊野那智大社・那智山青岸渡寺 9 5 5.0
熊野速玉大社 1 3 1.0
高野山金剛峯寺 5 37 5.0
丹生都比売神社 8 33 8.0
慈尊院 6 36 6.0

※ 選定結果（交付限度額算定表に記載する値） （単位：㎞）

拠点施設から
都道府県の境界
までの距離：ｒ１

拠点施設から
海岸線までの

距離：ｒ２

丹生都比売神社 8.0 33.0

①

③

拠点施設名

拠点施設名

 



（確認様式１）

交付限度額算定表

697.5 百万円 9,145.3 百万円 X≦Yゆえ、 697.5 百万円

45.0 ％

0.0 ％

規則第１７条第１項に基づく限度額算定

Ｓ 314 ｋｍ2 Ｔ 5 年

拠点施設を中心とする半径Ｒの円の面積（πＲ２） 当該広域的地域活性化基盤整備計画の計画期間

π：3.14 ～

ｒ：最短距離 8.0

8.0 ｋｍ

33.0 ｋｍ

ｒ０　： 10 km

Ｒ： r＜r0ゆえ、 10.0 km

Ｃ 1,165 万円／ｋ㎡・年度

単位面積あたり及び単年度あたりの標準的な投資額

行政投資全国実績のうち、都道府県が主体となる交付対象事業に係るものを全国平均で除したもの（最新５箇年の平均）

Ｓ×C×T×0.5＝ 9,145 百万円

要綱第５に掲げる式による限度額算定

拠点施設関連基盤
施設整備事業（Ａ）

1,550 百万円 1,395.0

提案事業（Ｂ） 百万円 1,690.9

合計 1,550 百万円 α1＜α2 697.5 百万円

要綱第５に掲げる式による交付限度額（Ｘ） 規則第１７条第１項に基づく交付限度額（Ｙ） 本計画における交付限度額

交付率

提案事業比率

令和７年度 令和１１年度

拠点施設から都道府県の境界までの距離

拠点施設から海岸線までの距離

α１＝９（Ａ＋Ｂ）／１０＝

α２＝１２Ａ／１１＝

ゆえ、交付限度額（Ｘ）：α／２＝

交付対象事業費

 



（確認様式２）

拠点施設に関する事項

施 設 名 所 在 地

設 置 主 体 管理・運営主体

拠点施設の区分 広域的特定活動の区分

拠点施設データ

拠点施設の整備の有無 整 備 期 間

　熊野本宮大社には、明治時代の大斎原の社殿が威風堂々と描かれた「熊野本宮并諸末社図画」や日本で２番目に古い釜とされている「鉄湯釜」（国指定重
要文化財）など数多くの貴重な宝物が収蔵されており、「文化的な資産の展示」が行われている。加えて、令和１１年には世界遺産２５周年を記念した特別参拝
では、普段非公開となっている御本殿（国指定重要文化財）が公開を予定しており「文化的な資産の展示」を推進している。
　また、南紀白浜空港では、国際線ターミナルビルを令和3年に整備するとともに、令和5年に愛称（熊野白浜リゾート空港）を決める等をして、国際便の就航や
訪日客の利用増に向け、当該エリアの誘致活動に取り組んでいるところである。さらに、和歌山下津港、日高港、新宮港では、市町村や観光協会等で組織され
る和歌山県クルーズ振興協議会を平成29年に設立し、クルーズ船の誘致活動に取り組んでいるところである。加えて、世界遺産２５周年のイベント時には、高
野山から当施設までの聖地巡礼バスや世界遺産関連の史跡を巡るスタンプラリーなどを予定しており、一層の観光客の増加を図っている。
　上記、拠点施設と交通結節点等での取組により、当該エリアの来訪観光客の増加が見込まれる。

観光客数(R1時点）　：　１,879千人 ( 内県内：　200千人　　県外：１,679千人  )

無

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容

＜概要及び整備計画＞
　平成１６年７月に世界遺産「紀伊山地の霊場と参拝道」に登録された構成遺産の一部であり、熊野三山の一つである。宝物殿には、室町・戦国時代の火災、
明治時代の水害など幾度もの災害を免れ、国・県の重要文化財に指定された貴重な宝物が収蔵されていることから「教養文化施設」となっている。
　
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　当該施設への交通手段としては、マイカー（レンタカー）もしくはバス利用が一般的であり、全国各地からの観光客も多い。A11-003（主）那智勝浦古座川線
は、当該拠点施設と熊野那智大社・那智山青岸渡寺を結ぶ経路上にあり、狭隘部・線形不良等の解消により、拠点施設へのアクセス性を向上させることで観
光客増加を図る。

熊野本宮大社 田辺市本宮町本宮１１１０

熊野本宮大社 熊野本宮大社

法第2条第2項第3号 法第2条第1項第1号ロ（2）



（確認様式２）

拠点施設に関する事項

施 設 名 所 在 地

設 置 主 体 管理・運営主体

拠点施設の区分 広域的特定活動の区分

拠点施設データ

拠点施設の整備の有無 整 備 期 間

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
　熊野那智大社には、熊野信仰を全国に布教する際に使用された熊野那智山宮曼荼羅などの古文書絵画類や旧御神像等の工芸類が保存されており、「文化
的な資産の展示」が行われている。加えて、世界遺産２５周年の令和１１年には、普段非公開となっている熊野夫須美大神坐像（国宝）や雲龍図の特別展示が
予定されており、「文化的な資産の展示」を推進している。
　那智山青岸渡寺の本堂（如意輪堂）は天然木の木肌、風合いを素木のまま表現されている素木造りで、その歴史的価値の高さから国の重要文化財に指定さ
れている。また、その堂内外陣には豊臣秀吉寄進の日本一の大鰐口が設けられており、「文化的な資産の展示」を行っている。加えて、世界遺産２５周年の令
和１１年には、通常非公開の瀧寶殿を期間限定で特別開扉し、重要文化財の那智経塚出土の金剛界立体曼荼羅をはじめ、普段見ることのできない秘宝・秘仏
の公開を予定しており、「文化的な資産の展示」を推進している。
　また、南紀白浜空港では、国際線ターミナルビルを令和3年に整備するとともに、令和5年に愛称（熊野白浜リゾート空港）を決める等をして、国際便の就航や
訪日客の利用増に向け、当該エリアの誘致活動に取り組んでいるところである。さらに、和歌山下津港、日高港、新宮港では、市町村や観光協会等で組織され
る和歌山県クルーズ振興協議会を平成29年に設立し、クルーズ船の誘致活動に取り組んでいるところである。加えて、世界遺産２５周年のイベント時には、世
界遺産関連の史跡を巡るスタンプラリーなどを予定しており、一層の観光客の増加を図っている。
　上記、拠点施設と交通結節点等での取組により、当該エリアの来訪観光客の増加が見込まれる。

熊野那智大社・那智山青岸渡寺 東牟婁郡那智勝浦町大字那智山１

熊野那智大社・那智山青岸渡寺 熊野那智大社・那智山青岸渡寺

法第２条第２項第３号 法第２条第１項第１号口（２）

観光客数(R1時点）　１,３５１千人 ( 内県内：　１４４千人　　県外：１,２０７千人  )

無

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等
＜概要及び整備計画＞
　熊野那智大社は平成１６年７月に世界遺産「紀伊山地の霊場と参拝道」に登録された構成遺産の一部であり、熊野三山の一つである。宝物殿では、奈良時
代から近代にいたる各時代より伝わる刀剣・古鏡・古祭具などが収蔵されていることから「教養文化施設」となっている。
　また、隣接する那智山青岸渡寺は、熊野那智大社とともに熊野信仰の中心地として栄華を極めた神仏習合の姿を今に伝え、日本遺産に登録されている西国
三十三所観音巡礼の札所としても知られていることから「教養文化施設」となっている。

＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　当該施設への交通手段としては、マイカー（レンタカー）もしくはバス利用が一般的であり、全国各地からの観光客も多い。A11-003（主）那智勝浦古座川線
は、当該拠点施設と熊野本宮大社を結ぶ経路上にあり、狭隘部・線形不良等の解消により、拠点施設へのアクセス性を向上させることで観光客増加を図る。



（確認様式２）

拠点施設に関する事項

施 設 名 所 在 地

設 置 主 体 管理・運営主体

拠点施設の区分 広域的特定活動の区分

拠点施設データ

拠点施設の整備の有無 整 備 期 間

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
　熊野速玉大社には、平安時代から伝わる熊野速玉大神像や熊野夫須美大神像をはじめとした七体の御神像（国宝）が保存されており、「文化的な資産の展
示」が行われている。加えて、世界遺産２５周年の令和１１年には、主として宮中においての儀式に際し、公家の男女が正装して所持したとされる歴史的価値の
高い彩絵檜扇（檜の薄板に、花鳥風月をあしらい、金銀箔をちらして綴った扇）（県指定重要文化財）などの特別公開を予定しており、「文化的な資産の展示」を
推進している。
　また、南紀白浜空港では、国際線ターミナルビルを令和3年に整備するとともに、令和5年に愛称（熊野白浜リゾート空港）を決める等をして、国際便の就航や
訪日客の利用増に向け、当該エリアの誘致活動に取り組んでいるところである。さらに、和歌山下津港、日高港、新宮港では、市町村や観光協会等で組織され
る和歌山県クルーズ振興協議会を平成29年に設立し、クルーズ船の誘致活動に取り組んでいるところである。加えて、世界遺産２５周年のイベント時には、世
界遺産関連の史跡を巡るスタンプラリーなどを予定しており、一層の観光客の増加を図っている。
　上記、拠点施設と交通結節点等での取組により、当該エリアの来訪観光客の増加が見込まれる。

熊野速玉大社 新宮市新宮1

熊野速玉大社 熊野速玉大社

法第２条第２項第３号 法第２条第１項第１号口（２）

観光客数(R1時点）　１,２３２千人 ( 内県内：　１３１千人　　県外：１,１０１千人  )

無

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等
＜概要及び整備計画＞
　熊野那智大社は平成１６年７月に世界遺産「紀伊山地の霊場と参拝道」に登録された構成遺産の一部であり、熊野三山の一つである。室町時代に足利義満
公が奉納したと伝えられる調度品を中心に、国宝に指定された古神宝類が所蔵されていることから「教養文化施設」となっている。
　
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　当該施設への交通手段としては、マイカー（レンタカー）もしくはバス利用が一般的であり、全国各地からの観光客も多い。A11-005（主）那智山勝浦線は、当
該拠点施設と熊野那智大社および那智山青岸渡寺を結ぶ経路上にあり、狭隘部・線形不良等の解消により、拠点施設へのアクセス性を向上させることで観光
客増加を図る。



（確認様式２）

拠点施設に関する事項

施 設 名 所 在 地

設 置 主 体 管理・運営主体

拠点施設の区分 広域的特定活動の区分

拠点施設データ

拠点施設の整備の有無 整 備 期 間

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
　高野山金剛峰寺には、弘法大師空海が中国から持ち帰ったとされる諸尊仏龕（国宝）や平安時代後期に作成された不動明王坐像（国指定重要文化財）など
が展示されている。また、令和６年１月には金剛峯寺本坊の大主殿や奥書院などの１２棟が重要文化財に指定されており、施設全体で「文化的な資産の展示」
が行われている。
　加えて、世界遺産２５周年の令和１１年には、金剛峯寺持仏間に安置される御本尊や弘法大師坐像といった普段非公開となっているお像の特別公開を予定
しており、「文化的な資産の展示」を推進している。
　また、南紀白浜空港では、国際線ターミナルビルを令和3年に整備するとともに、令和5年に愛称（熊野白浜リゾート空港）を決める等をして、国際便の就航や
訪日客の利用増に向け、当該エリアの誘致活動に取り組んでいるところである。さらに、和歌山下津港、日高港、新宮港では、市町村や観光協会等で組織され
る和歌山県クルーズ振興協議会を平成29年に設立し、クルーズ船の誘致活動に取り組んでいるところである。加えて、世界遺産２５周年のイベント時には、京
都等の近隣の大都市とを直通で結ぶバスや世界遺産関連の史跡を巡るスタンプラリーなどを予定しており、一層の観光客の増加を図っている。
　上記、拠点施設と交通結節点等での取組により、当該エリアの来訪観光客の増加が見込まれる。

高野山金剛峯寺 伊都郡高野町高野山

総本山金剛峯寺 総本山金剛峯寺

法第２条第２項第３号 法第２条第１項第１号口（２）

観光客数(R1時点）　１,４８１千人 ( 内県内：　１５８千人　　県外：１,３２３千人  )

無

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等
＜概要及び整備計画＞
　は平成１６年７月に世界遺産「紀伊山地の霊場と参拝道」に登録された構成遺産の一部であり、弘法大師・空海が開いた真言密教の聖地となっており、日本
を代表する霊場の１つである。蓮華のように八葉の峰々に囲まれた東西約6ｋｍ、南北3ｋｍの山上盆地の中に二大聖地「壇上伽藍」、「奥之院」をはじめ、金剛
峯寺など117もの寺院が建ち並ぶとともに、国宝や重要文化財に指定された仏像等が収蔵されていることから「教養文化施設」となっている。

＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　当該施設への交通手段としては、マイカー（レンタカー）もしくはバス利用が一般的であり、全国各地からの観光客も多い。A11-002（主）高野口野上線は、当
該拠点施設と丹生都比売神社を結ぶ観光周遊ルートにおける最短経路上にあり、狭隘部・線形不良等の解消により、拠点施設へのアクセス性を向上させるこ
とで観光客増加を図る。



（確認様式２）

拠点施設に関する事項

施 設 名 所 在 地

設 置 主 体 管理・運営主体

拠点施設の区分 広域的特定活動の区分

拠点施設データ

拠点施設の整備の有無 整 備 期 間

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
　丹生都比売神社では、平安時代後期の特色である優美さと堅牢さを兼ね備えた銀銅蛭巻太刀拵（国宝）や和歌の浦の神事で用いられた木造鍍金装神輿（国
指定重要文化財）などを収蔵しており、「文化的な資産の展示」が行われている。加えて、世界遺産２５周年の令和１１年には、宮司の説明を受けながら雅楽演
奏と舞を堪能できる特別参拝を予定しており、「伝統芸能の公演」を推進している。
　また、南紀白浜空港では、国際線ターミナルビルを令和3年に整備するとともに、令和5年に愛称（熊野白浜リゾート空港）を決める等をして、国際便の就航や
訪日客の利用増に向け、当該エリアの誘致活動に取り組んでいるところである。さらに、和歌山下津港、日高港、新宮港では、市町村や観光協会等で組織され
る和歌山県クルーズ振興協議会を平成29年に設立し、クルーズ船の誘致活動に取り組んでいるところである。加えて、世界遺産２５周年のイベント時には、世
界遺産関連の史跡を巡るスタンプラリーなどを予定しており、一層の観光客の増加を図っている。
　上記、拠点施設と交通結節点等での取組により、当該エリアの来訪観光客の増加が見込まれる。

丹生都比売神社 伊都郡かつらぎ町上天野230

丹生都比売神社 丹生都比売神社

法第２条第２項第３号 法第２条第１項第１号口（２）

観光客数(R1時点）　１,３７８千人 ( 内県内：　１４７千人　　県外：１,２３１千人  )

無

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等
＜概要及び整備計画＞
　平成１６年７月に世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録された構成遺産の一部。約 1700 年前に創建され、弘法大師の高野山開創起源に深く関わり崇
敬されており、天照大御神の御妹神で、稚日女命ともされる「丹生都比売大神」を祀る神社の総本社である。刀剣や舞楽装束・舞楽面・雅楽器そして経典に至
るまで、さまざまな宝物が収蔵されていることから「教養文化施設」となっている。

＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　当該施設への交通手段としては、マイカー（レンタカー）もしくはバス利用が一般的であり、全国各地からの観光客も多い。A11-001（一）志賀三谷線は、当該
拠点施設と慈尊院を結ぶ最短経路上にあり、狭隘部・線形不良等の解消により、拠点施設へのアクセス性を向上させることで観光客増加を図る。



（確認様式２）

拠点施設に関する事項

施 設 名 所 在 地

設 置 主 体 管理・運営主体

拠点施設の区分 広域的特定活動の区分

拠点施設データ

拠点施設の整備の有無 整 備 期 間

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
　慈尊院の弥勒堂（本堂）は桧皮葺などから成る宝形造の建物で非常に安定感があり、平安時代末期頃の輪郭を残しているといわれており、その歴史的価値の
高さから国の重要文化財に指定されている。また、その本堂内には平安時代の代表的彫像である木造弥勒仏坐像（国宝）が安置されており、「文化的な資産の
展示」を行っている。加えて、世界遺産２５周年の令和１１年には、観光客がより快適に境内散策を楽しめるように、慈尊院建造物群（重要文化財）のご利益や参
拝方法などを記載した【ご利益マップ】を特別配布するなど受入環境の充実に取り組む予定であり、「文化的資産の展示」を推進している。
　また、南紀白浜空港では、国際線ターミナルビルを令和3年に整備するとともに、令和5年に愛称（熊野白浜リゾート空港）を決める等をして、国際便の就航や訪
日客の利用増に向け、当該エリアの誘致活動に取り組んでいるところである。さらに、和歌山下津港、日高港、新宮港では、市町村や観光協会等で組織される
和歌山県クルーズ振興協議会を平成29年に設立し、クルーズ船の誘致活動に取り組んでいるところである。加えて、世界遺産２５周年のイベント時には、当施設
と京都等の近隣の大都市を直接結ぶバスや世界遺産関連の史跡を巡るスタンプラリーなどを予定しており、一層の観光客の増加を図っている。
　上記、拠点施設と交通結節点等での取組により、当該エリアの来訪観光客の増加が見込まれる。

慈尊院 伊都郡九度山町慈尊院832

慈尊院 慈尊院

法第２条第２項第３号 法第２条第１項第１号口（２）

観光客数(R1時点）　８１０千人 　( 内県内：　８６千人　　県外：７２４千人  )

無

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等
＜概要及び整備計画＞
　平成１６年７月に世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録された構成遺産の一部。高野山が開かれる際、山麗の玄関口であるこの地に庶務を司る政所と
して、弘仁7（816）年に創建された寺院であり、弘法大師の母公が祀られている。境内の慈尊院弥勒堂（重要文化財）には国宝に指定されている仏像が収蔵され
ていることから、「教養文化施設」となっている。また、女人高野として女性たちの信仰を集め、今も子育て、安産祈願などご利益のある寺院として知られている。
近年では、乳がん患者の方も多く訪れていて、乳がんのお守りも人気を呼んでいる。

＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　当該施設への交通手段としては、マイカー（レンタカー）もしくはバス利用が一般的であり、全国各地からの観光客も多い。A11-001（一）志賀三谷線は、当該拠
点施設と丹生都比売神社を結ぶ最短経路上にあり、狭隘部・線形不良等の解消により、拠点施設へのアクセス性を向上させることで観光客増加を図る。



（確認様式３）

道路

整備前 整備後 整備前 整備後 整備前 整備後 自 至

注１) 注２) 注３) m m m 車線 車線 m m 百万円 （年度） 注４） 年月 （拠点施設） 注５） 注６） 注７） 注８）

＜道路＞

（一）志賀三
谷線

A11-001
教良寺～
三谷

地 和歌山県 － 改築 450 3.8 5.0 1.0 1.0 - - 270 R7～R11 現道拡幅 -
丹生都比
売神社

慈尊院
未改良区間
（L=0.45km）の解消

全線完成供用
L=0.45km（R12.3
予定）

T=335台/日
K=0.05

（主）高野口
野上線

A11-002
下天野、
星山

地 和歌山県 － 改築 350 4.0 5.0 1.0 1.0 - - 180 R7～R11 現道拡幅 -
丹生都比
売神社

高野山金
剛峯寺

未改良区間
（L=0.35km）の解消

全線完成供用
L=0.35km（R12.3
予定）

T=335台/日
K=0.04

（主）那智勝
浦古座川線

A11-003
川関～口
色川

地 和歌山県 － 改築 900 4.0 5.0 1.0 1.0 - - 350 R7～R11 現道拡幅 -
熊野那智大
社・那智山青
岸渡寺

熊野本宮大社
未改良区間
（L=0.9km）の解消

全線完成供用
L=0.9km（R12.3
予定）

T=386台/日
K=0.07

（一）龍神十
津川線

A11-004 丹生ノ川 地 和歌山県 － 改築 360 3.8 5.0 1.0 1.0 - - 600 R7～R11 現道拡幅 - 熊野本宮大社
高野山金
剛峯寺

未改良区間
（L=0.36km）の解消

全線完成供用
L=0.36km（R12.3
予定）

T=180台/日
K=0.04

（主）那智山
勝浦線

A11-005 那智山 地 和歌山県 － 改築 100 3.8 7.0 1.0 2.0 - - 150 R7～R11 現道拡幅 -
熊野那智大
社・那智山青
岸渡寺

熊野本宮大社
未改良区間
（L=0.10km）の解消

全線完成供用
L=0.10km（R12.3
予定）

T=6154台/日
K=0.70

（参考）

＜関連事業＞

　

　　　　　＜関連事業＞の備考には、当該関連事業と組み合わせて効率的・効果的に実施する交付金事業の道路名・区間についても記載。

※不足する場合は適宜行を追加すること。

※地域高規格道路、連続立体交差事業等の交付期間（３～５年）内に一定の成果をあげることのできない大規模な事業は、交付対象外。

都市計画道
路名又はそ
の他道路名

番号 区間
道路
区分

事業
主体

事業
手法

工種 延長
車道幅員 車線数 歩道幅員 交付

事業費

交付事業
における
事業期間

　　注６）５で記載した拠点施設間で行われる当該要素事業による整備効果を簡潔に記載すること。記載にあたっては、「所要時間が○分→○分に約○分短縮」、「拠点施設間唯一の線形不良（Ｒ＜○）の解消」など具体的に記載すること。

　　注７）当該要素事業の供用等（部分供用含む）を記載すること。記載にあたっては、「全線完成供用Ｌ＝○ｍ（Ｒ○．○予定）」、「部分供用Ｌ＝○ｍ（Ｒ○．○目途）」など、供用形態、区間延長、供用時期を記載すること。

　　注８）備考には現在の道路状況を把握するために必要なその他の事項で、交通量（台／日）、混雑度等を記載。また、別添「確認様式４　道路概要図」にも主要ポイントの交通量を記載すること（要素事業箇所直近は必須）。

　　　　　（例） ･道路改築：交通量（台／日）、混雑度等　　※交通量は最新のセンサスデータを用いて記載すること。

　　　　　　　    ･自転車駐車場：都市計画決定の有無、面積、利用台数等

　　注３）＜関連事業＞については、通、交、地特、単独、促の別等を記載。補足説明すべき点は備考欄に説明を記載。

　　注４）施設の構造、工法、及び地方道事業においては細工種、街路事業においては沿道区画整理型街路事業等の事業名

　　注５）要素事業毎に、どの拠点施設を経る人流・物流の経路（他の拠点施設、I.C等）途上の事業なのかを明確にすること。

　　　　　また、別添「確認様式４　道路概要図」に要素事業及び拠点施設の位置関係が分かるように図示すること。

　　　　　要素事業にはそれぞれ上表の番号（整備計画の番号）を付すこと。また、拠点施設については、それぞれ施設名、所在地、施設数、入込客数などの概要を記載すること。

広域的特定活動に伴う

人流・物流との関係性

※本調書にはア）交付対象事業「道路」（補助国道、地方道、街路）、イ）関連事業の道路のすべてを記載すること。

　　注１）道路名は、国道、主要地方道、一般都道府県道、市町村道の別が分かるように記載すること。

　　注２）国、地、街、他の別を記載。ただし、国：国道、地：地方道、街：街路、他：いずれにも該当しないもの。

事業
内容

都市
計画
決定

整備効果等 供用等 備　　考



（確認様式４）

（一）志賀三谷線（和歌山県）　事業実施箇所図

丹生都比売神社

慈尊院

335台/日

（主）高野口野上線

高野山町石道

高野山町石道

A11-001 ::（一）志賀三谷線
（現道拡幅）

かつらぎ西IC

紀北かつらぎIC

高野口IC

京奈和自動車道

（主）和歌山橋本線
丹生官省符神社

丹生酒殿神社

至 大阪府

至 和歌山市

至 田辺市（龍神）

6,401台/日

7,297台/日

教良寺～三谷

R7～R11 L=450m

至 田辺市（龍神）

至 田辺市（龍神）

丹生都比売

神社

拠点施設

慈尊院

事業箇所

（一）志賀三谷線

教良寺～三谷

拠点施設

現道状況

主要アクセス

高野山町石道

拠点施設

世界遺産構成施設

至 奈良県

①

②

【拡大図】

① ②

L=200

L=50m

L=200

至 奈良県
至 奈良県

至 大阪府

至 田辺市（龍神）

至 田辺市（龍神）



（確認様式４）

（主）高野口野上線（和歌山県）　事業実施箇所図

高野山

金剛峯寺

335台/日

A11-002 : （主）高野口野上線
（現道拡幅）

高野山町石道

高野山町石道

（一）志賀三谷線

かつらぎ西IC

紀北かつらぎIC

高野口IC

京奈和自動車道

（主）和歌山橋本線
丹生官省符社

丹生酒殿神社

至 大阪府

至 和歌山市

至 奈良県

至 海南市

至 有田市 至 田辺市（龍神）

6,401台/日

7,297台/日

下天野、星山

R7～R11 L=350m

丹生都比売神社

主要アクセス

基幹事業（道路）

高野山町石道

拠点施設

世界遺産構成施設

現道状況

丹生都比売

神社

拠点施設 事業箇所

（主）高野口野上線

下天野、星山
高野山金剛峯寺

①

②

①

②

【拡大図】

L=200

L=150

拠点施設



（確認様式４）

（主）那智勝浦古座川線（和歌山県）　事業実施箇所図

那智山青岸渡寺

熊野那智大社

熊野本宮大社

那智の滝

補陀洛山寺

湯峯温泉

熊野古道（中辺路）

大雲取越

熊野古道（中辺路）

小雲取越

（主）那智勝浦熊野川線

672台/日

156台/日 新宮南IC

至 田辺市

至 十津川村

至 新宮市

至 北山村

至 太地町

川関～口色川

R7～R11 L=900m
至 新宮市

A11-003 : （主）那智勝浦古座川線
（現道拡幅）

那智の滝

主要アクセス

基幹事業（道路）

熊野古道

拠点施設

世界遺産構成施設

現道状況

①

②
③

番号 事業内容 アクセス経路
A11-003 改築 1

【拡大図】

③

①

②

熊野那智大社

那智山青岸渡寺

熊野

本宮大社

拠点施設 事業箇所

（主）那智勝浦

古座川線

拠点施設

L=300

L=150

L=300

L=150



（確認様式４）

（一）龍神十津川線（和歌山県）　事業実施箇所図

熊野本宮大社

至 橋本

市

至 田辺市

A11-004 : （一）龍神十津川線
（現道拡幅）

高野山金剛峯寺

825台/日

442台/日

868台/日

180台/日

丹生ノ川

R7～R11 L=360m

主要アクセス

基幹事業（道路）

熊野古道、登山道

拠点施設

世界遺産構成施設

現道状況

熊野本宮大社
高野山

金剛峯寺

拠点施設 事業箇所

（一）龍神

十津川線

拠点施設

【拡大図】①

①

L=360m



（確認様式４）

（主）那智山勝浦線（和歌山県）　事業実施箇所図

那智山青岸渡寺

熊野速玉大社

那智の滝

補陀洛山寺

熊野古道（中辺路）

大雲取越

A11-005 : （主）那智山勝浦線
（現道拡幅）

新宮南IC

⚓新宮港

至 田辺市
至 熊野市

至 太地町

那智山

R7～R11 L=100m

熊野那智大社

6154台/日

拠点施設
熊野那智大社

那智山青岸渡寺
熊野

速玉大社

拠点施設 事業箇所

（主）那智山

勝浦線

現道状況狭隘箇所

現道状況

主要アクセス

基幹事業（道路）

熊野古道

世界遺産構成施設

拠点施設

①

【拡大図】①

L=100

拠点施設


